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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間のわが国経済は、一部に鈍い動きがみられたものの、政府の各種経済政策や日銀によ

る金融政策を通じて、企業収益の改善や設備投資の持ち直し等、全体として緩やかな景気回復基調が続いておりま

す。しかし一方で、中国をはじめとする新興国等の景気が下振れするリスク等、依然として先行き不透明な状況が

継続しております。 

このような状況のもと、当社グループは、中期経営計画に掲げる「選択と集中の推進」、「販売戦略の実践」、

「コスト削減の更なる追求」という３つの重点戦略を持続的な成長に向け、全社一丸で進めてまいりました。 

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は180億9千8百万円（前年同期比5億7千4百万円増）となり、経常

利益は17億2千4百万円（同10億7百万円増）となりました。 

この経常利益に受取補償金4億5千1百万円の特別利益を加え、固定資産撤去費用引当金繰入額2億2千万円、固定

資産除却損2億9百万円の特別損失合計4億2千9百万円及び法人税等4億9千7百万円を差引き、更に法人税等調整額2

億1千万円を計上した結果、親会社株主に帰属する四半期純利益は14億5千9百万円（同6億9千8百万円増）となりま

した。

セグメントの業績は、次の通りであります。

 

①化学品事業

化学品事業では、クロム製品は鉄鋼向けやめっき向けが低調に推移したものの、海外向けが好調に推移したこと

により、売上高は増加しました。燐製品は液晶・半導体向けや電池関連向けが低調に推移したことにより、売上高

は減少しました。シリカ製品は紙パルプ向けが低調に推移したものの、土木関連向けや環境関連向けが好調に推移

したことにより、売上高は増加しました。この結果、化学品事業の売上高は、98億3百万円（同14億8千9百万円

増）となりました。

 

②機能品事業

機能品事業では、医薬中間体および農薬は海外向けが下期にずれ込んだことにより、売上高は減少しました。ホ

スフィンおよびホスフィン誘導体は半導体向けが伸長し、また、海外向けが好調に推移したことにより、売上高は

増加しました。バリウム製品は液晶ガラス向けが大きく落ち込んだことにより、売上高は減少しました。リチウム

イオン電池用正極材料は主要顧客向けが落ち込んだことにより、売上高は大きく減少しました。電子セラミック材

料はスマートフォン向けや自動車部品向けが好調に推移したことにより、売上高は増加しました。回路材料は中・

小型パネル向けが好調に推移したことにより、売上高は増加しました。この結果、機能品事業の売上高は、59億2

千3百万円（同7億1千6百万円減）となりました。

 

③賃貸事業

賃貸事業は、堅調に推移しました。この結果、賃貸事業の売上高は、2億7千7百万円（同3千万円増）となりまし

た。

 

④その他

空調関連事業は、メンテナンス需要が堅調に推移したものの、新規設計・施工が落ち込んだことにより、売上高

は減少しました。書店事業は、業界の低迷を反映したことにより、売上高は減少しました。この結果、報告セグメ

ントに含まれない事業セグメントの売上高は、20億9千3百万円（同2億2千8百万円減）となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ13億6千1百万円増加し、純資産は10億5千9百

万円増加しております。その結果、自己資本比率は48.2％から48.8％となっております。

増減の主なものは次の通りであります。

流動資産では、現金及び預金が12億1千9百万円増加し、商品及び製品が6億1千3百万円増加しております。

固定資産では、有形固定資産が1億8千6百万円減少し、無形固定資産が2億3千5百万円減少し、投資有価証券が1

億7千1百万円減少しております。

流動負債では、支払手形及び買掛金が3億8千6百万円増加し、短期借入金が21億1千9百万円増加しております。

固定負債では、長期借入金が28億4千万円減少しております。

株主資本では、利益剰余金が11億9千5百万円増加し、その他有価証券評価差額金が1億2千1百万円減少しており

ます。
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②キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間の営業活動によるキャッシュ・フローは、30億3千2百万円の収入（前年同期は15億6

千1百万円の収入）となりました。これは主に、税金等調整前四半期純利益17億4千6百万円に対し、非資金損益項

目である減価償却費10億5千5百万円、のれん償却額2億2千万円の他、売上債権の減少額5億3千3百万円、たな卸資

産の増加額8億9千3百万円、仕入債務の増加額2億8千3百万円等、営業取引に係る資産負債の増減額を加減したこと

によるものであります。

投資活動によるキャッシュ・フローは、主に設備投資により8億2千2百万円の支出（前年同期は2億7千3百万円の

支出）となりました。

財務活動によるキャッシュ・フローは、借入金の返済や配当金の支払等により、9億8千3百万円の支出（前年同

期は1億5千4百万円の支出）となりました。

これらの結果、当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ12億3千5百

万円増加し、98億7千6百万円となりました。

なお、営業活動によるキャッシュ・フローから投資活動によるキャッシュ・フローと配当金を減算したフリーキ

ャッシュ・フローは、19億4千7百万円の収入となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

第２四半期連結累計期間の業績は好調に推移しましたが、円安による原材料価格の高止まり等、今後も厳しい事

業環境が続くものと予想されることから、現時点では平成27年８月４日に公表しました通期連結業績予想を据え置

いております。

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更）

（企業結合に関する会計基準等の適用） 

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」

という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等

会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社

の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用とし

て計上する方法に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合について

は、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半

期連結財務諸表に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更を行っておりま

す。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結

財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。 

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び事

業分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点か

ら将来にわたって適用しております。

これによる損益に与える影響はありません。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成27年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 8,667 9,886 

受取手形及び売掛金 9,558 9,078 

商品及び製品 3,240 3,853 

仕掛品 2,225 2,143 

原材料及び貯蔵品 1,701 2,062 

繰延税金資産 658 768 

その他 493 654 

貸倒引当金 △18 △46 

流動資産合計 26,526 28,401 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 29,822 29,545 

減価償却累計額 △19,533 △19,483 

建物及び構築物（純額） 10,288 10,061 

機械装置及び運搬具 4,624 4,882 

減価償却累計額 △1,188 △1,715 

機械装置及び運搬具（純額） 3,435 3,167 

土地 7,812 7,812 

建設仮勘定 171 533 

その他 6,011 5,998 

減価償却累計額 △5,588 △5,628 

その他（純額） 422 370 

有形固定資産合計 22,131 21,945 

無形固定資産    

のれん 1,173 953 

その他 285 270 

無形固定資産合計 1,458 1,223 

投資その他の資産    

投資有価証券 6,143 5,968 

長期貸付金 82 51 

繰延税金資産 73 75 

退職給付に係る資産 443 477 

その他 1,137 1,208 

貸倒引当金 △55 △49 

投資その他の資産合計 7,825 7,732 

固定資産合計 31,415 30,901 

資産合計 57,942 59,303 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成27年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 3,550 3,936 

短期借入金 7,337 9,456 

未払法人税等 255 520 

未払消費税等 186 45 

賞与引当金 349 354 

工場跡地整備費用引当金 623 535 

固定資産撤去費用引当金 － 220 

設備関係未払金 583 688 

その他 2,145 2,082 

流動負債合計 15,032 17,842 

固定負債    

長期借入金 9,620 6,780 

繰延税金負債 2,626 2,476 

退職給付に係る負債 1,781 1,898 

その他 975 1,340 

固定負債合計 15,003 12,496 

負債合計 30,036 30,338 

純資産の部    

株主資本    

資本金 5,757 5,757 

資本剰余金 2,269 2,269 

利益剰余金 17,001 18,196 

自己株式 △350 △351 

株主資本合計 24,677 25,872 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 2,467 2,345 

繰延ヘッジ損益 4 △7 

為替換算調整勘定 29 32 

退職給付に係る調整累計額 727 722 

その他の包括利益累計額合計 3,228 3,092 

純資産合計 27,905 28,965 

負債純資産合計 57,942 59,303 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

売上高 17,523 18,098 

売上原価 14,328 13,714 

売上総利益 3,195 4,383 

販売費及び一般管理費 2,436 2,643 

営業利益 759 1,739 

営業外収益    

受取利息及び配当金 41 48 

持分法による投資利益 15 － 

その他 122 70 

営業外収益合計 179 118 

営業外費用    

支払利息 161 85 

持分法による投資損失 － 1 

その他 60 46 

営業外費用合計 222 134 

経常利益 716 1,724 

特別利益    

受取補償金 313 451 

受取和解金 20 － 

関係会社清算益 65 － 

特別利益合計 398 451 

特別損失    

減損損失 23 － 

固定資産撤去費用引当金繰入額 － 220 

固定資産除却損 57 209 

特別損失合計 81 429 

税金等調整前四半期純利益 1,033 1,746 

法人税、住民税及び事業税 205 497 

法人税等調整額 67 △210 

法人税等合計 273 287 

四半期純利益 760 1,459 

親会社株主に帰属する四半期純利益 760 1,459 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

四半期純利益 760 1,459 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 427 △121 

繰延ヘッジ損益 18 △12 

退職給付に係る調整額 56 △4 

持分法適用会社に対する持分相当額 △6 3 

その他の包括利益合計 495 △135 

四半期包括利益 1,256 1,324 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 1,256 1,324 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 1,033 1,746 

減価償却費 1,306 1,055 

のれん償却額 220 220 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 2 22 

賞与引当金の増減額（△は減少） 6 4 

工場跡地整備費用引当金の増減額（△は減少） － △88 

固定資産撤去費用引当金の増減額（△は減少） － 220 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 155 116 

受取利息及び受取配当金 △41 △48 

持分法による投資損益（△は益） △15 1 

支払利息 161 85 

為替差損益（△は益） △11 △8 

受取補償金 △313 △451 

受取和解金 △20 － 

関係会社清算損益（△は益） △65 － 

減損損失 23 － 

固定資産除却損 57 209 

売上債権の増減額（△は増加） △119 533 

たな卸資産の増減額（△は増加） △562 △893 

仕入債務の増減額（△は減少） 143 283 

未払消費税等の増減額（△は減少） △227 △123 

その他 △135 △27 

小計 1,599 2,858 

利息及び配当金の受取額 51 54 

利息の支払額 △162 △85 

補償金の受取額 313 451 

和解金の受取額 20 － 

法人税等の支払額 △272 △247 

法人税等の還付額 11 － 

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,561 3,032 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △361 △740 

有形固定資産の売却による収入 0 0 

無形固定資産の取得による支出 △12 △8 

投資有価証券の取得による支出 △2 △3 

関係会社の清算による収入 65 － 

貸付けによる支出 △0 △0 

貸付金の回収による収入 17 42 

その他 20 △112 

投資活動によるキャッシュ・フロー △273 △822 
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    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） △307 △380 

長期借入れによる収入 2,000 － 

長期借入金の返済による支出 △1,500 △340 

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △346 － 

自己株式の取得による支出 △0 △0 

配当金の支払額 △0 △261 

財務活動によるキャッシュ・フロー △154 △983 

現金及び現金同等物に係る換算差額 11 8 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,145 1,235 

現金及び現金同等物の期首残高 6,961 8,641 

現金及び現金同等物の四半期末残高 8,106 9,876 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日）

   報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

              (単位：百万円) 

  報告セグメント 
その他 

（注）１ 
合計 

調整額 
（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注）３ 
  化学品事業 機能品事業 賃貸事業 計 

売上高                

外部顧客への売上高 8,314 6,640 247 15,202 2,321 17,523 － 17,523 

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
9 － 13 23 108 132 △132 － 

計 8,324 6,640 261 15,225 2,430 17,655 △132 17,523 

セグメント利益 139 284 151 575 175 750 8 759 

（注）1.「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、空調関連事業及び書店事業等を含ん

でおります。

2.セグメント利益の調整額8百万円は、セグメント間取引消去によるものです。

3.セグメント利益は、四半期連結計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日）

   報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

              (単位：百万円) 

  報告セグメント 
その他 

（注）１ 
合計 

調整額 
（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注）３ 
  化学品事業 機能品事業 賃貸事業 計 

売上高                

外部顧客への売上高 9,803 5,923 277 16,005 2,093 18,098 － 18,098 

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
6 － 13 20 101 121 △121 － 

計 9,810 5,923 291 16,025 2,194 18,219 △121 18,098 

セグメント利益 1,079 388 193 1,661 70 1,731 8 1,739 

（注）1.「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、空調関連事業及び書店事業等を含ん

でおります。

2.セグメント利益の調整額8百万円は、セグメント間取引消去によるものです。

3.セグメント利益は、四半期連結計算書の営業利益と調整を行っております。

 

 

日本化学工業㈱　（4092）　平成28年3月第2四半期決算短信

－10－


	158第2四半期決算短信_ｻﾏﾘ情報_1109_1300.pdf
	158第2四半期決算短信_ｻﾏﾘ情報以外_1109_1300



